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衆
議
院
に
お
け
る
比
例
代
表
の
み
を
対
象
と
す
る
定
数
削
減
の
是
非
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

現
行
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
は
、
平
成
六
年
の
政
治
改
革
関
連
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
当
初
は
小
選
挙
区
選
出
議
員

の
定
数
三
百
、
比
例
代
表
選
出
議
員
の
定
数
二
百
の
「
三
対
二
」
の
比
率
で
制
度
設
計
が
な
さ
れ
た
。 

 

現
在
、
比
例
代
表
の
定
数
の
み
を
削
減
す
る
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
初
の
制
度
理
念
と
の
均
衡
を
著
し
く
損

な
い
、
民
意
反
映
機
能
を
一
方
的
に
縮
減
す
る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。 

 

衆
議
院
議
員
定
数
の
最
終
決
定
は
国
会
の
権
限
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
制
度
理
念
の
理
解
や
選
挙
制
度
審
議
会
の
運
用
状

況
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

平
成
六
年
の
政
治
改
革
関
連
法
の
元
に
な
る
平
成
二
年
の
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
の
答
申
で
、
総
定
数
の
六
割
を
小
選

挙
区
の
定
数
、
四
割
を
比
例
代
表
の
定
数
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
比
率
が
制
度
理
念
と
し
て
持
つ
意
義
を
政
府
と
し
て
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

比
例
代
表
の
定
数
の
み
を
削
減
す
る
案
は
、
当
初
の
制
度
設
計
の
均
衡
を
損
ね
、
民
意
反
映
機
能
を
一
方
的
に
縮
減
す
る

「
制
度
的
暴
走
」
と
も
言
え
る
が
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

三 

衆
議
院
議
員
定
数
の
在
り
方
に
関
し
、
「
民
意
の
反
映
」
「
地
域
代
表
制
」
「
政
治
の
安
定
」
の
三
要
素
の
均
衡
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


